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宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書　第236集

国道２６９号山之口ＳＡＳＩＣ道路改良工事に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書
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宮崎県埋蔵文化財センター

都城市所在

一 本 松 遺 跡
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一本松遺跡から山之口サービスエリアを望む（東より）

巻頭図版１



層　序（北北東より）

巻頭図版２



序
　宮崎県教育委員会では、国道２６９号山之口ＳＡＳＩＣ（サービスエリアスマート

インターチェンジ）道路改良工事に伴い、都城市に所在する一本松遺跡の発掘調査を

平成２６年度に実施いたしました。本書は、その記録を掲載した報告書です。

　狭い面積の調査ではありましたが、一本松遺跡では中世の遺構や遺物が確認されて

おります。中でも鉄製品・鉄滓は、当地で鍛冶が行われたことを物語る資料で、中世

の集落のあり方の一端を示すものです。

　今回の調査で得られた成果は、今後、当地域の歴史を解明する上で、非常に貴重な

資料となるものと考えます。

　本書が学術資料としてだけでなく、学校教育や生涯教育の場で活用され、埋蔵文化

財保護に対する理解の一助となれば幸いです。

　最後になりましたが、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関、地元の方々に

心より厚く御礼申し上げます。

平成27年12月

宮崎県埋蔵文化財センター

　　所　長　　岩切　隆志



例　言
１　本書は、国道２６９号山之口ＳＡＳＩＣ道路改良工事に伴い、平成２６年度に宮崎県埋蔵文化財セ
ンターが実施した、宮崎県都城市山之口町に所在する一本松遺跡の発掘調査報告書である。

２　発掘調査は、宮崎県県土整備部都城土木事務所の依頼を受け、宮崎県教育委員会が調査主体となり、
宮崎県埋蔵文化財センターが実施した。

３　地形測量は（株）旭総合コンサルタントに、空中写真撮影は（有）スカイサーベイ九州に、金属分
析は（株）日鉄住金テクノロジーに業務委託した。

４　現地での遺構図作成・写真撮影については、調査担当者が行った。

５　整理作業は、宮崎県埋蔵文化財センターで行った。本書作成に係る業務のうち、遺物の実測、トレ
ース、写真撮影、遺構のデジタル製図作業は整理作業員の協力を得て徳田尚文が行った。

６　本書で使用したソフトウェアは、デジタルトレースについては、Adobe社Illustrator（CS6）である。

７　本書で使用する土層および土器の色調については、農林水産省農林水産技術会議事務局ならびに財
団法人日本色彩研究所監修の『新版標準土色帖』に拠り記述した。

８　本書で使用した主な略記号は、次の通りである。
　　　　　Gr＝グリッド　　Tr＝トレンチ

９　本書に使用した標高は海抜高であり、方位は座標北（G.N.）を用いた。

10　遺構・遺物写真は徳田が撮影した。なお、図版の縮尺は任意であり、統一していない。

11　本文の執筆及び編集は、徳田が行った。ただし第Ⅲ章第２節については、日鉄住金テクノロジー（株）
大澤正己・鈴木瑞穂による原文を転載した。

12　出土遺物及び記録類は、宮崎県埋蔵文化財センターで保管している。
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第 節　調査に至る経緯
　宮崎自動車道は、宮崎県えびの市を起点として九州縦貫自動車道から分岐し、小林市や都城市などを

経由して、宮崎市に至る総延長 ．㎞の高速自動車国道である。山之口サービスエリアは、都城ＩＣか

ら約 ㎞東北東の位置にあるサービスエリア（ＳＡ）である。また、今回の調査の原因となったスマー

トインターチェンジとは、地方公共団体が発意し、高速道路の本線やサービスエリア・パーキングエリ

アから乗り降りできるインターチェンジであり、ＥＴＣを搭載した車両が通行することを目的とした施

設である。その整備は、高速道路利用者の利便性はもとより、地域の発展や救命救急活動の支援、防災

機能の強化などに大きな役割が期待されている。

　平成 年に都城市長が高速自動車国道への連結許可申請を提出し、同年 月 日に国土交通大臣より

山之口サービスエリアスマートインターチェンジ（以下、「ＳＡＳＩＣ」という。）の追加設置が許可さ

れた。その建設予定地一帯は周知の埋蔵文化財包蔵地（都城市山之口町ＹＫ ）であり、これを受けて、

山之口ＳＡＳＩＣへの接続道路予定地の試掘調査を都城市教育委員会が行った結果、御池軽石層上面よ

り遺物が出土し、埋蔵文化財が影響を受けると判断された。また、宮崎県の県土整備部が行う国道 号

線進入部分の改良工事の予定地の取扱いについては、宮崎県文化財課と都城土木事務所が協議を行い、

記録保存のための本発掘調査を実施することとなった。

　本発掘調査は、都城土木事務所の依頼を受けて、平成 年 月 日から 月 日までの間、宮崎県埋

蔵文化財センターが実施した。

第 節　調査の組織
　一本松遺跡の発掘調査及び整理作業・報告書作成は、下記の組織で実施した。

【調査主体】　宮崎県教育委員会

【調査機関】　宮崎県埋蔵文化財センター

　　所長　　　　　　　　　　　　　　　岩切　隆志

　　副所長兼総務課長（平成 年度）　　 長津　宗重

　　副所長兼調査課長（平成 年度）　　 調査課長（平成 年度）　　 菅付　和樹

　　総務課長（平成 年度）　　　　　　 上谷　政隆

　　総務課担当リーダー　　　　副主幹　安藤　忠洋

　　調査課調査第二担当リーダー　主幹　吉本　正典

　　（現地調査担当）

　　調査課調査第一担当　　　　　主査　徳田　尚文　　調査第二担当（平成 年度）　主査　新谷　清

　　（整理作業担当）

　　調査課調査第一担当　　　　　主査　徳田　尚文

【事業調整】　宮崎県教育庁文化財課

　　　　　　　　　　　　　　　　主査　二宮　満夫（平成 年度）　　主査　松本　茂（平成 年度）

第Ⅰ章　はじめに



− −

第 節　遺跡の位置と環境
　地理的環境

　一本松遺跡は、都城市 番地 に所在する。都城市は、九州東南部、宮崎県の南西部に位置し、宮

崎市・日南市・串間市・三股町・高原町の 市 町に隣接している。都城盆地のほぼ中央部を占め、面

積は約 ㎢に及ぶ。人口約 万人の宮崎県内第 の都市である。

　都城盆地は、北東部の青井岳から東部の東岳・柳岳などをへて南部の金御岳に続く山地と、西部の瓶

台山から白鹿岳にかけての山地、及び北西部の霧島火山群に囲まれる広大な凹地状の地形を形成してい

る。盆地には東部山地から沖水川、萩原川、西部の山地から庄内川、横市川､さらに南部からは安久川、

梅北川などの小河川が流れ込み、これらは大淀川に合流して北へ向かい、盆地北部の都城市高城町方向

に流出している。これらの川沿いには平坦な河岸段丘や扇状地が広がり、氾濫原や低地を形成している。

　同遺跡のある都城市山之口町は、平成 年に都城市と合併する以前は北諸県郡山之口町であり、北東

部は同市高城町（旧北諸県郡高城町）と、東側は宮崎市と境を接する。東から南側にかけては鰐塚山系

が迫っている。山地と山地の間を中小河川が東から西に流れ、町中央部はこれらの河川により形成され

た扇状地が広がっており、現在は宅地や農地として利用されている。

　歴史的環境
　合併以前の山之口町では、町域を網羅した遺跡詳細分布調査は実施されていなかった。また、これま

でに同町内で発掘調査された遺跡も数例のみであり、合併を機に平成 年に都城市教育委員会が実施し

た遺跡詳細分布調査によって、 箇所の埋蔵文化財包蔵地が確認された。以下、時代ごとに旧山之口町

域の遺跡の概要を述べる。

　旧石器時代の遺構・遺物は現在のところ確認されていない。

　縄文時代の遺跡としては、王子山遺跡で県南西部の内陸部で初となる縄文時代草創期の堅穴状遺構、

炉穴、配石・集石遺構、隆帯文土器や石器、炭化植物類が確認され、注目された。また、萩ヶ久保第

遺跡では、前平式土器や志風頭式土器、押型文土器など早期初期から中葉に属する遺物とともに、集石

遺構などが検出され、さらに中期に属する土器群と陥し穴状遺構が確認されている。

　弥生時代については、富吉前田遺跡で弥生時代後期の棟持柱を有する掘立柱建物跡が検出されている。

その他、峯元第 遺跡で磨製石剣が採集されている。

　古墳時代については、県指定史跡の山之口古墳が存在する。 基の円墳が現存するが詳しいことは不

明である。また、王子山・総合運動公園で地下式横穴墓が確認されている。

　古代（奈良・平安時代）においては、山之口町域内に日向国府と大隅国府とを結ぶ官道が通り、その

ルート沿いに延喜式にみられる水俣駅があったと推定されている。通称「新町原」の後田遺跡一帯に平

安時代の土師器や須恵器が多数散布し、緑釉陶器の破片が採集され、西畑遺跡では製塩土器も採集され

るなど、古代の交通ルート上の要衝に何らかの施設や集落が営まれていた可能性がある。また、平安時

代末期から鎌倉時代初期にかけて島津荘と呼ばれる荘園が拡大し、日向・大隅・薩摩の三国にまたがる

大荘園となった。

　中世に入り、旧山之口町域を含む三俣院は、建久年間の『図田帳』によれば島津忠久の支配下にあっ

た。この時代の戦乱を物語る山城が当地にも残っている。伊東氏の庄内八城に数えられる山之口城や三
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俣（松尾）城などが代表例である。山之口城は、東岳川と支流の古大内川とが合流する地点の東岸台地

上に位置する。ほぼ同一標高上に独立性の高い つの主要な曲輪が並び、その間に幅 ｍに及ぶ規模の

大きな空堀を備え、南九州型山城の典型例の一つである。南北朝期に築城されたと伝えられ、天文元

（ ）年には北郷忠相の領有するところとなった。三俣城はその南約 ．㎞の丘陵上にあり、標高 ｍ

の山頂部の曲輪を中心に つの主要な曲輪がほぼ直線上に並ぶ。四方に延びる尾根上には、要所に堀切

を設けている。当城も南北朝期に肝付兼重が築いたとされ、延文年間頃には畠山民部大輔の、明徳年間

頃には和田氏、高木氏の居城であった。その後、伊東氏と島津氏による攻防戦を経て、天文 （ ）

年には北郷忠相の領有するところとなった。当城跡では公園化に伴い、平成 年に山之口町教育委員会

による発掘調査が実施された。掘立柱建物跡や鍛冶工房跡と目される火処、土坑などの遺構が検出され、

土師器、陶磁器類など多くの遺物が出土している。

　近世初頭の慶長 （ ）年に起きた庄内の乱の際には、伊集院氏は 外城を構えたが、島津氏方も

都城盆地内にいくつもの陣を整えており、旧山之口町内には豊後陣（古砦）や古城（鶉ヶ城）などが残

る。その後、いったんは北郷氏所領となった山之口を含む高城・勝岡の諸外城が慶長 （ ）年に鹿

児島藩直轄領になり、当地は麓・富吉・花木の 村をもとに 外城となり、地頭仮屋が山之口村麓集落

に置かれた。鹿児島藩では村に近接する麓に多数の郷士が集住し、平素は百姓と同じ地域で農業を営

み、庄屋も郷士から任命された。山之口郷の村々は、万治年間（ ～ ）以後、門百姓が移されて、

百姓村が形成されている。

　旧山之口町域には、青井岳を越えて都城に至る鹿児島街道が通り、山之口麓を分岐点に南西方面で薩

摩街道と交わる。鹿児島藩では、藩境にあたることから、領外に通じる間道の警備として、日當瀬辺路

番所、山之口御番所（一之渡番所）などが置かれていた。

　なお、近世に設けられ、今も遺構として残っているものとして、「島津寒天工場跡」（市指定史跡）が

挙げられる。文政 （ ）年から行われた鹿児島藩の財政改革に伴って、山之口町永野地区に設けら

れた寒天工場の跡である。
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第 図　一本松遺跡周辺の遺跡の分布（ ： , 地形図「高城」より）
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第 節　発掘調査の方法と経過
　現地調査

　現地調査は、平成 年 月 日から 月 日にかけて実施した。調査対象面積は ㎡である。なお、

主たる調査区から道路（国道 号）を挟んだ西側にも工事の影響を受ける箇所が存在したが、幅が狭

く安全な掘削が難しいことから、 箇所のトレンチ（Tr．・Tr．）を設定して確認のための掘り下げを

行った。また、本調査地点に隣接する箇所において、都城市教育委員会による発掘調査が平成 年 月

から平成 年 月まで実施されており、今回の調査に際しては、まず都城市教育委員会による確認調査

の結果をもとに、表土・耕作土及び桜島文明軽石（Sz-）の堆積層までを重機により除去し、遺物包含

層であるⅢａ層（黒褐色土）から人力による掘り下げを進めた。

　Ⅲａ層の掘り下げの結果、調査区の南側を中心に鉄滓や鉄製品、土師器などの遺物が出土し、複数の

ピットが確認されるとともに、近～現代のものと考えられる溝状遺構も検出された。さらに、Ⅲａ層と

その下位のⅢａ’層を掘削・精査し、Ⅲｂ層上面で遺構検出作業を行った結果、東西南北方向に並んだ

基の柱穴が確認された。その後、Ⅲｃ層まで掘り下げを進めたが、遺構・遺物は確認されなかった。

　遺物包含層であるⅢａ層から出土した遺物は、トータルステーションで出土位置を記録し、取り上げ

を行った。Ⅲｂ層上面で検出した遺構については、平面と断面を ／ で図化した。遺構の図化は、

ｍグリッドの杭（国土座標に基づく）を基準としてトータルステーションを用いて行った。また、Ⅰ層

中からも陶磁器類などの遺物がみられたことから、それらについても取り上げを行った。写真記録は主

として、 ㎜モノクローム・リバーサル写真及びデジタルカメラを併用し記録した。

　現地調査の経過は、以下の日誌抄のとおりである。

　平成 年 月 日：器材庫、トイレの設置と器材等の搬入

　　　　　 月 日：重機による表土除去　　　　　　 月 日：発掘作業員の雇用開始

　　　　　 月 ～ 日：調査区内の安全対策と、一部残った表土（Ⅰ層）の掘削

　　　　　 月 ～ 日：Ⅲａ層、Ⅲａ’層の掘削

　　　　　 月 ～ 日：Ⅲｂ層上面での遺構精査

　　　　　 月 日：Ⅲｂ層上面遺構検出状況の写真撮影

　　　　　 月 日～ 日：Ｔｒ ・ の掘削　　　　 月 日：空中写真撮影（委託）

　　　　　 月 日～ 日：遺構掘り下げ　　　　　　 月 日：遺構完掘状況の写真撮影

　　　　　 月 日：土層断面写真撮影、柱穴実測

　　　　　 月 日～ 日：Ⅲｃ層の一部掘り下げ

　　　　　 月 日：土層断面図実測

　　　　　 月 日：Ⅲｃ層写真撮影、発掘作業員の雇用終了

　　　　　 月 日：重機による埋戻し

　　　　　 月 日：器材庫・トイレ等の撤収、調査終了

第Ⅱ章　発掘調査の概要
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　整理作業及び報告書作成
　現地調査の終了後、出土遺物と図面などの記録類を宮崎県埋蔵文化財センターに持ち帰り、平成 年

月～平成 年 月の期間で整理作業を行った。水洗、注記、選別、計測等の作業を行い、遺跡台帳を

作成した。その後、遺物実測作業とトレース、レイアウトを行った。報告書作成は、基本的に文化庁文

化財部記念物課編『発掘調査の手引き』及び「宮崎県埋蔵文化財センター報告書マニュアル」に則って

行った。

第 節　基本層序
　本遺跡における基本層序及び各層の特徴は、以下のとおりである。

　Ⅰａ層　　暗褐色土（Hue YR/）　 表土、耕作土。

　Ⅰｂ層　　黒色土　 （Hue YR．/）と褐灰色（Hue YR/）の混土層。近代の耕作土か。

　Ⅰｃ層　　暗褐色土（Hue YR/）　 近世の遺物を多く含む。

　Ⅱ層　　　黒褐色土（Hue YR/）　 文明軽石を ％程度含む。

　Ⅲａ層　　黒色土　 （Hue YR/）　 シルト質土層。直径  ㎜以下の御池軽石を ％程度含む遺物包含層。

　Ⅲａ’層　 黒色土　 （Hue YR/）　 シルト質土層で直径 ㎜以下の御池軽石を ％程度含む遺物包含層。

　　　　　　御池軽石の含有率の違いをもとにⅢａ層より区別した。

　Ⅲｂ層　　ややしまりのある黒色土（Hue YR/）に御池軽石を ％程度含む。遺構検出層

　Ⅲｃ層　　御池軽石との漸移層で御池軽石を多量（ ％程度）含む。

　Ⅳ　層　　黄橙色土（Hue YR/）　御池軽石層である。無遺物層。

都城市教育委員会
調査箇所

調査区

0 30m

国道269号

Tr.1 Tr.2

第 図　調査区周辺図（ ： ）
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第 節　中・近世の遺物と遺構
　小穴群（第 図）

　調査区Ａ 区北側からＺ 区南側において、Ⅲｂ層の上面で約 基の小穴を検出したが、そのほとん

どが不整形で浅いものであり、それらは樹痕の可能性が高い。明確な遺構として認定できたのは、相互

に関連するとみられる 基のみである（第 図）。

　それらの小穴の埋土はすべてⅢａ層黒色土を基調とするものであった。ほぼ東西南北に並び、仮に南

北方向を主軸とすると東に約 振れている。隣接する都城市教委の発掘調査では、ほぼ南北に主軸を

そろえた掘立柱建物跡が検出されているが、本調査区の小穴群の主軸とは微妙に異なっている。柱穴掘

り形は、径の平均が約 ㎝でほぼ円形を呈し、検出面からの深さは平均 ㎝、最大で ㎝である。ただ

し、おそらくは実際の掘り込み面はⅢａ層中であったと考えられる。

　遺物は、Ｐ から土師器片が出土しているが、図化の困難な小破片であった。

第Ⅲ章　発掘調査の記録
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第 図　柵列状遺構実測図（ ： ）
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　出土遺物（第 図）
　今回の調査では、遺物包含層やⅠ層から多くの遺物が出土している。総数は土器片 点、土師器 点、

礫 点、鉄製品 点、鉄滓 点である。その中で、文様や形状が不明瞭で器種・部位を特定できないも

の以外の 点を図化した。

（ ）土器・陶磁器類

　 ～ は素焼の土器であるが、小破片で、器種や詳細な時期が判別できない個体がほとんどである。

は壺か鉢の口縁部であろうか。 は工具によるタテ方向のミガキを外面に施している。 は外面に丁

寧なナデ調整が施され、器面は平滑となる。 は外面に沈線文を施文し、内面には斜め方向に貝殻条痕

を施す。特徴からみて縄文土器の深鉢と推定される。 は底部近くの胴部片である。二次的な火熱を受

けている。

　 ～ は土師器である。 と は杯の底部で、外底面にヘラ切りの痕跡が認められる。 の内面はナ

デ調整である。内面にススが付着している。本遺跡の遺物包含層であるⅢａ層の時期比定に重要な役割

を果たす。

　 ～ は陶器である。多くは近世に属する薩摩系の陶器である。 は緑灰色の釉調を呈する椀の口縁

部である。 は急須の蓋である。内面は無釉である。 は土瓶の体部で、外面は口唇部を除いて施釉さ

れ、内面は回転横ナデ後、部分的に釉を施している。 は土瓶の注口で、全体的に施釉されている。

は土瓶の把手の一部である。 は鉢の口縁部である。口唇の頂部は赤褐色になり、内面上部にヘラ削り

の跡が認められる。 は甕の口縁部である。口唇部以外、外面・内面とも施釉される。外面に浅い一条

の沈線がみられる。口縁部の上部には目跡が残る。 は甕の口縁部である。内面の上部から外面は露胎

となる。 は椀の底部で、高台の内側は露胎となる。内面見込みの釉は蛇の目に剥ぎ取られている。

は椀の口縁部から体部であり、口縁部は緩やかに外反している。内面は化粧土をかけている。 は擂鉢

の底部。外面は鉄釉が施され、内面は全面に摺目が付く。

　 ～ は磁器である。 は龍泉窯系青磁の杯で、口縁部は外反し、体部は丸味を帯びる。外面にヘラ

描きの蓮弁文を施す。Ⅰ層の出土であるが、本遺跡の時期決定に重要な役割を果たす遺物である。 は

青磁椀で、外面・内面ともに施釉される。口縁部が緩く外反する。 は青白磁の合子の身で、外面の体

部下部から露胎となる。 は外面・内面ともに施釉された小椀の底部である。 は肥前系の磁器。菊花

皿の体部から底部である。内面は菊弁状に削り込み、外面は沈線による弁の表現があり、高台の下の部

分は釉拭きが施されている。 は肥前系の椀の口縁部から体部であり、外面・内面ともに施釉し、外面

は無文で回転ナデを施す。 は内野山窯の肥前系椀の口縁部から体部である。外面は透明釉、内面は銅

緑釉が施されている。外面は回転横ナデで無文である。 は口禿げの磁器の口縁部から体部である。外

面・内面ともに貫入がある。 は白磁皿である。高台をもたず、平坦な底部から胴部が斜めに直線的に

立ち上がる。 は青花皿の底部破片である。内面見込みに玉取獅子文を描く。

　 ～ は近世に属する肥前系の磁器である。 は磁器碗で、外面は花唐草文を施す。 は青磁染付碗

の口縁部から体部である。 は磁器の端反碗である。外面は格子目文様、内面は格子目を帯状に施して

いる。 と は椀の体部である。外面に山水文を施文する。 は内面見込みに 条の圏線、高台の外

面・内面に 条の線がみられる。 は猪口の体部から底部であり、白磁胎で透明釉を施している。胎土

に微細な黒い斑点を含む。
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　 は近世瓦の破片で、外面・内面とも工具によるナデの跡がある。外面には二次的な火熱を受けた跡

があり、内面には黒色の付着物がある。

　 はほぼ三角形の平面形を呈する礫で、表面に敲打痕らしき凹部が認められる。台石として使用され

た可能がある。

（ ）鉄製品・鍛冶関連遺物

　Ⅲａ層より 点の鉄製品が出土した。また、鍛冶関連遺物は合計で 点出土しており、その出土位置

は第 図中にドットで示している。

　それらの総重量は ．ｇであり、その内訳は、羽口 点 ．ｇ、鉄塊系遺物 点、椀形鍛冶滓 点

．ｇ、鉄滓 点 ．ｇである。その中で、主に包含層から出土した 点を図化した。

　なお、 については、金属分析を実施しており、その結果は本章第 節に掲載している。

）鉄製品

　 ～ はいずれもⅢａ層より出土した釘状の鉄製品である。いずれも錆に覆われているが磁着度は高

い。

）鞴の羽口

　 は外側にふくらみがあり、上部の一部が橙色を呈する。内部の一部に溶解したと見られる部分があ

る。 は突出した部分は黄橙色になり、裏側はにぶい赤色、灰褐色の付着物が認められる。

）鍛冶滓

　 ～ は椀形鍛冶滓で、 的に磁着度が高い。 はほぼ 形に近く、 面は みがあり、錆化して

いる。 出土した鉄滓の中で のものである。 は高 で熱 られたためか、重量 がある。錆が

く付着している。鞴の羽口の一部が付着している。 は中 部分に があり、表面は凹 が し

い。 ～ は、磁着 が い。 は 的に しており、 の上面は凹 があり、錆化が でいる。

は中 部分に があり、凹 がある。磁着度は い。 は の椀形鍛冶滓である。表面は 的

なめらかにな ている。上部は磁着 が認められるが、それ 外の部分は い。 は椀形滓である。表

面の凹 が しい。金属分析を実施した である。 は鉄塊系遺物である。 形で 形であり、表

面は凹 が しい。重量 があり、磁着度が に高い。 は きさに して重量 がある。磁着度は

い。 は表面が錆で覆われている。 は 的に黒色の で、 面は があり黒灰色を呈す

る。磁着度は い。 は の塊に鉄滓が一部付着している。 の跡もみられる。 は 的に

した形跡があり、磁着度は い。 は裏面が凹 でいる。 は錆がほと なく、一部に した

跡がある。磁着度は に い。 の 面は で がある。 は 的に錆が し、磁着

が認められる。 は磁着度は く、 きさの に重量 を る。 は表面に凹 が く認められる。

は 的に で の跡が一部みられる。 は錆化が に み、表面の凹 が い。磁着度は

高い。 は 的に灰褐色を呈する。磁着度は い。 は きさの に重量 があり、表面に の跡

が く る。 ・ ・ はいずれも 片である。磁着度は高い。 
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第 節　金属分析の結果
　今回の発掘調査では、明瞭な鍛冶関連遺構は確認されなかったが、鉄滓や鞴の羽口等の鍛冶関連遺物

が出土している。そこで、鍛冶作業の実態を検討し、当遺跡における鍛冶場の性格をより具体的に把握

する目的から、関連遺物の金属学的調査を実施した。

（ ）調査方法

　 ）供試材

　表 に示す。出土鉄滓 点の調査を行った。

　 ）調査項目

　①肉眼観察

　分析調査を実施する遺物の外観の特徴など、調査前の観察所見を記載した。

　②顕微鏡組織

　鉱滓の鉱物組成や金属部の組織観察、非金属介在物の調査などを目的とする。

　試料観察面を設定・切り出し後、試験片は樹脂に埋込み、エメリー研磨紙の＃ 、＃ 、＃ 、

＃ 、＃ 、及びダイヤモンド粒子の μｍと μｍで鏡面研磨した。

　また観察には金属反射顕微鏡を用い、特徴的・代表的な視野を選択して写真撮影を行った。金属鉄の

調査では ％ナイタル（硝酸アルコール液）を腐食（Etching）に用いた。

　③化学組成分析

　出土遺物の性状を調査するため、構成成分の定量分析を実施した。

　全鉄分（Total Fe）、金属鉄（Metallic Fe）、酸化第一鉄（FeO）：容量法。

　炭素（Ｃ）、硫黄（Ｓ）：燃焼容量法、燃焼赤外吸収法

二酸化硅素（SiO）、酸化アルミニウム（AlO）、酸化カルシウム（CaO）、酸化マグネシウム（MgO）、

酸化カリウム（KO）、酸化ナトリウム（NaO）、酸化マンガン（MnO）、二酸化チタン（TiO）、酸化

クロム（CrO）、五酸化燐（PO）、バナジウム（V）、銅（Cu）、二酸化ジルコニウム（ZrO）：ＩＣＰ

（Inductively Coupled Plasma Emission Spectrometer）法　：誘導結合プラズマ発光分光分析。

（ ）調査結果

　№ ：椀形鍛冶滓

　①眼観察

　端部に 箇所小さな破面がみられるが、ほぼ完形の椀形鍛冶滓（ ．ｇ）である。表面は全体が薄く

茶褐色の土砂および鉄銹化物に覆われる。滓には着磁性があるが、特殊金属探知器での反応はなく、滓

中にまとまった鉄部が存在する可能性は低いと考えられる。また上下面とも細かい木炭痕による凹凸が

著しい。

　②顕微鏡組織

　第 図の①～⑦に示す。白色粒状結晶ウスタイト（Wustite：FeO）、淡灰色柱状結晶ファヤライト

（Fayalite：FeO･SiO）が素地の暗黒色ガラス質滓中に晶出する。鍛錬鍛冶滓に最も一般的な組成とい

える。また滓中に微細な金属鉄粒が多数散在する。金属鉄部を ％ナイタルで腐食したところ、②～⑤

では白色のフェライト（Ferrite：α鉄）素地に黒色層状のパーライト（Pearlite）が少量析出する亜共析

組織（C＜ ． ）、⑥⑦では黒色層状のパーライト素地に白色針状のセメンタイト（Cementite：FeC）が
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析出する過共析組織が確認された。

　③化学組成分析：Ｔａｂｌｅ に示す。全鉄分（Total Fe）は ． ％と高値であった。このうち金属

鉄（Metallic Fe）は ． ％、酸化第 鉄（FeO）が ． ％、酸化第 鉄（FeO） ． ％の割合であ

る。造滓成分（SiO＋AlO＋CaO＋MgO＋KO＋NaO） ． ％と低めで、塩基性成分（CaO＋MgO）

の割合も ． ％と低値である。また主に製鉄原料の砂鉄（含チタン鉄鉱）起源の二酸化チタン（TiO）

は ． ％、バナジウム（V）が ． ％と低値であった。さらに酸化マンガン（MnO）は ． ％、銅（Cu）

も＜ ． ％と低値であった。

（ ）小結

　今回調査を実施した一本松遺跡出土椀形鍛冶滓は、鉄酸化物主体の滓であり、鉄素材の吹き減り（酸

化に伴う損失）に伴う鍛錬鍛冶滓に分類される。遺跡周辺で鉄素材を熱間で加工して、鍛造鉄器を製作

していたものと推定される。

　また滓中には微細な金属鉄粒が含まれており、亜共析組織～過共析組織が確認された。これらは加工

していた鉄素材の性状（炭素含有率）をそのまま示すものではないが（滓中で脱炭した可能性等も考慮

する必要があるため）、少なくとも鍛冶原料の一部に高炭素鋼が含まれていたことが明らかとなった。

 第 表　供試材の履歴と調査項目

調査項目
メタル
度

計測値
遺物
名称 カロリー耐火度

化学
分析

ＥＰ
ＭＡ

Ｘ線
回析

ビッカーズ
断面硬度

顕微鏡
組織

マクロ
組織

重量
（ｇ）

大きさ（㎜）

○○なし..× .× .椀形鍛冶滓
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顕微鏡観察位置Ｎｏ．５１

化学分析

①～⑦滓部:ｳｽﾀｲﾄ・
ﾌｧﾔﾗｲﾄ、金属鉄部:ﾅ
ｲﾀﾙetch ②～⑤亜共
析組織、⑥⑦過共析
組織

椀形鍛冶滓

第 図　椀形鍛冶滓の顕微鏡組織
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第 表　出土遺物観察表

備考胎土色調手法・調整・文様ほか法量部位器種種別出土
位置・層 内面外面内面外面器高底径口径

㎜ 以下の灰白色、灰褐色粒を多く含
む。微細で無色透明の粒を多く含む。

にぶい黄橙
（ YR/）

にぶい黄橙
（ YR/）ナデナデ口縁壺or鉢土器A Ⅲa

㎜ 以下の黄色粒、微細な雲母の粒
を多く含む。

褐色
（ .YR/）

暗オリーブ褐
（ .YR/）ナデミガキ体部土器A Ⅲa

㎜ 以下の赤褐色の粒、 ㎜ 以下の黄
色微細な乳白色の粒を多く含む。

褐
（ .YR/）

明赤褐
（ YR/）ナデ丁寧なナデ土器Tr Ⅲa

微細な灰白色粒を多く含む。にぶい褐
（ .YR/）

にぶい橙
（ .YR/）貝殻条痕沈線文胴部深鉢土器Ⅲa

㎜ 以下の灰白色粒を多く含む。
微細な金色の光沢粒を多く含む。

灰黄色褐
（ YR/）

灰黄色褐
（ YR/）ナデナデ胴部土器Z Ⅲa

㎜ 以下の赤褐色の粒、微細な黒い
粒を含む。

にぶい黄橙
（ YR/）

にぶい黄橙
（ YR/）ナデヘラ切り痕.底部杯土師器Z Ⅲa

無職透明な微細粒を多く含む。微細
な灰白色粒を含む。

褐灰
（ YR/）

浅黄橙
（ YR/）ナデ 黒変ありヘラ切り痕底部杯土師器Ⅰ

無職透明な微細粒を多く含む。微細
な灰白色粒を含む。

浅黄橙
（ YR/）

にぶい黄橙
（ YR/）ナデナデ胴部土師器Ⅰ

精良灰（ Y/）灰（ Y/）施釉
化粧土

施釉、無文
化粧土口縁～体部椀陶器Ⅰ

薩摩系精良にぶい黄褐
（ YR/）

黒褐（ .YR）にぶ
い黄褐（ YR/）施釉施釉.蓋急須陶器Ⅰ

薩摩系精良灰黄
（ .Y/）

オリーブ褐
（ .Y/）施釉施釉.注口土瓶陶器Ⅰ

薩摩系精良にぶい黄褐
（ YR/）

極暗赤褐
（ .YR/）施釉施釉注口土瓶陶器Ⅰ

精良灰オリーブ
（ Y）

灰オリーブ
（ Y）施釉施釉把手土瓶陶器Ⅰ

薩摩焼精良暗赤褐
（ YR/）

灰褐
（ .R/）ヘラ削り口縁鉢陶器Ⅰ

薩摩焼
口唇部 釉拭取り
目跡あり

精良暗灰黄
（ .Y/）

黒褐
（ .Y/）施釉沈線 施釉口縁甕陶器Ⅰ

薩摩系精良灰黄（ .Y/）
褐（ .YR/）

灰黄
（ .Y/）施釉ナデ 無釉口縁甕陶器Ⅰ

薩摩系精良灰白
（ .Y/）

オリーブ褐
（ .Y/）蛇の目釉はぎ施釉、高台内は

無釉.底部椀か陶器Ⅰ

薩摩系精良灰白
（ . /）

灰オリーブ
（ . /）

施釉
化粧土施釉.口縁～体部椀陶器Ⅰ

薩摩系㎜ 以下の乳白色の粒、微細なガラ
ス状の粒を含む

灰褐
（ . /）

灰褐
（ . /）摺目沈線 施釉（鉄）.底部擂鉢陶器Ⅰ

龍泉窯系精良明緑灰
（ GY/）

明緑灰
（ GY/）施釉 無文施釉

ヘラ描蓮弁文口縁～体部杯青磁Ⅰ

精良オリーブ灰 
（ .GY/）

オリーブ灰
（ .GY/）施釉、貫入あり施釉、貫入あり口縁～体部椀青磁TrⅠ

精良明緑灰
（ GY/）

明緑灰
（ GY/）施釉施釉 露胎..口縁～底部合子青白磁Ⅰ

畳付釉剥ぎ精良灰白
（ .GY/）

灰白
（ .GY/）施釉施釉.底部小椀磁器Ⅰ

肥前系精良灰白
（N/）

灰白
（N/）

菊弁状に削り
込み

施釉 沈線によ
る弁の表現.体部～底部菊花皿磁器Ⅰ

肥前系精良灰白
（ .Y/）

灰白
（ .Y/）

施釉、一部貫入
あり

施釉、無文、回
転ナデ口縁～体部椀磁器Ⅰ

精良
オリーブ灰
（ GY/）
緑灰（ GY/）

明オリーブ灰
（ GY/）

施釉
銅緑釉薬

施釉、無文、回
転横ナデ口縁～体部碗磁器Ⅰ

口禿げ
段重精良灰白

（ .Y/）
灰白

（ .Y/）施釉、貫入あり施釉、貫入あり口縁～体部陶器TrⅠ

精良灰白
（ Y/）

灰白
（ Y/）施釉施釉、微量の粘

土の膨らみあり.体部～底部皿白磁Ⅰ

景徳鎮窯精良明緑灰
（ GY/）

明緑灰
（ GY/）

施釉、玉取獅子
文施釉底部皿青花Ⅰ

肥前系
C後半精良明緑灰

（ GY/）
明緑灰

（ .GY/）花唐草文..口縁～底部碗磁器Ⅰ

肥前系精良灰白
（N/）

灰白
（ .Y/）碗磁器Ⅰ

肥前系
C精良明緑灰

（ .GY/）
明緑灰

（ .GY/）格子目文様口縁～体部端反椀磁器Ⅰ

肥前系精良灰白
（N/）

灰白
（N/）山水文体部碗磁器Ⅰ

肥前系精良灰白
（ GY/）

灰白
（ GY/）施釉施釉口縁～体部染付碗陶器Ⅰ

肥前系微細な黒い斑点を含む。明緑灰
（ GY/）

明緑灰
（ GY/）.底部磁器Ⅰ

白磁胎
底部釉剥ぎあり精良灰白

（ /）
灰白
（ /）施釉施釉.底部～体部猪口陶器Ⅰ

㎜ 以下の黄橙色粒を含む。 ㎜ 以下
の灰白色粒を多く含む。

灰黄
（ .Y/）

灰白
（ .Y/）瓦TrⅠ
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第 表　出土遺物観察表

備考重量
（g）

最大厚
（㎝）

最大幅
（㎝）

最大長
（㎝）層出土

位置

砂岩....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaA

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaA

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaA

....ⅢaB

....ⅢaB

椀形滓....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaB

椀形滓....ⅢaA

....ⅢaB

鉄塊系....ⅢaTr

....ⅢaB

....ⅢaA

椀形滓....ⅢaA

....ⅢaA

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaB

....ⅢaA

....ⅢaA

....ⅢaB

....ⅢaA

....ⅢaA

....ⅢaA
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第 節　中世についての所見
　まず、主たる遺物包含層であるⅢａ層について、出土遺物をもとに年代を検討する。ただし、当該層

の遺物のみでは情報量が十分でないため、Ⅰ層出土遺物の一部も参考にする。

　土師器杯は特徴の明瞭な資料が少ないが、 などの体部の形状から 世紀後半から 世紀前半のもの

と推測している。輸入陶磁器に関しては、Ⅰ層出土遺物の中に良好な資料がある。 の龍泉窯系青磁の

杯は大宰府分類Ⅲ ｂにあたり 世紀～ 世紀代に属するものである。また、 の青花皿は小野氏分

類Ｂ 群Ⅶにあたり、 世紀後半から 世紀後半に比定される。Ⅲａ層には、以上が示す年代より下降

する遺物はみられないことから、当該層は中世後期に形成された層であると考えられる。

　検出された小穴群については、掘立柱建物跡の一部とは考えられないことから、建物に付随する施設

の一部で、目隠し塀のような柵列の可能性を想定したところである。無論、小穴 基のみであることか

ら推定の域を出ないが、しっかりとした柱穴で、かつ掘立柱建物の一部でないとすればそう考えざるを

得ない。隣接する都城市教委の調査区で検出された掘立柱建物跡とは微妙に主軸が異なるものの、関連

する遺構と位置づけることも可能であり、さらに調査区東側にまで広がるものと想定しておきたい。構

築年代については、上述の出土遺物の年代観が基本となろう。

　また、鉄滓が調査区の南側を中心に出土していることは注目すべきであろう。小破片ながら鞴の羽口

も出土している。出土した鉄滓の肉眼観察では、ガラス質のものがいくつかあり、蔭山・鈴木（ ・

）によれば、ガラス質成分の多い鉄滓が、鍛打作業の際に鉄分を多く流さない鍛錬鍛冶後半の作業

（純度の高い鉄素材・製品の加工）を反映している可能性が高いとされる。金属分析の結果からも、本遺

跡周辺で鉄素材を加工して、鍛造鉄器を製作していたものと推定されている。遺跡内より出土する鍛冶

関連資料は、居住域縁辺の溝や流路から出土するものが多いものの、同時に居住域内部にある土坑・井

戸等からも出土する場合があることから、少なくとも中世において、一貫して居住域の内部において、

多くの鍛冶職人が活動していたとされている（蔭山・鈴木 ）。

　当地域は ～ 世紀にかけて、三俣院支配をめぐって在地領主肝付氏と足利将軍家が激突した場所で

ある。また、周辺に山之口城や三俣城などの中世城館跡が点在することから、中世からこの地が地理的

に重要な役割を果たしていたものと推測できる。具体的には明らかにできないが、本遺跡のあり方は武

器や農具等の鉄製品の製造や修理に関わっていた当該期の集落の姿を示しているものと思われる。

第 節　近世についての所見及び結語
　明確な遺物包含層はなく、また遺構も検出されていないが、本遺跡では ～ 世紀代に属する遺物も

一定量出土している。近世山之口は島津藩の直轄地となり、薩摩藩から派遣された「郷士」による統治

が行われている。また山之口は、宮崎と都城を結ぶ交易路の中間地点として、昔から交通の要所であっ

た。近世薩摩焼の陶磁器類が出土しているのは、そのような歴史的背景に起因しているとみることがで

きよう。

第Ⅳ章　総　括
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　今回は、非常に限られた範囲での発掘調査であったが、中世における当該地の地域相の一端を捉える

ことができたのは大きな成果といえる。今後、周辺において発掘調査が行われ、当地域の歴史が明らか

になっていくものと期待される。
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図版１

一本松遺跡遠景（南東より高千穂峰方面を望む）
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遺構完掘状況（北北東より）
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出土遺物（陶器）

出土遺物（青磁・白磁・磁器）
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出土遺物（瓦・礫・鉄製品・鞴の羽口）
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国産陶磁器近世

　今回の調査では、御池軽石を多く含むⅢｂ層上面で小穴群が検出された。うち 基
は、隣接地での調査成果から中世の柵列の一部であった可能性が指摘できる。
　遺物は、表土中、及び中世の遺物包含層であるⅢａ層より出土した。
　鉄滓や鞴の羽口などの鍛冶関連遺物の出土から、周辺での鍛冶関連の活動が推定さ
れる。
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